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人
と
心
が
　
か
よ
い
あ
う

陶
磁
と
緑
の
ま
ち
波
佐
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平
成
2
6
年
　
町
民
表
彰
式

ま
ち
の
発
展
に
大
苛
／
ぺ
貢
献

　
平
成
2
6
年
の
町
民
表
彰
式
が
1
1
月
2
3
目
（
勤
労
感
謝
の
日
）
、

総
合
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
人
命
救
助
や
多
年
に
わ
た
リ

各
種
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
1
3
名
２
団
体
に
、
町
長
か
ら
表
彰

状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
種
功
労
で
全
国
・
県
民
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
９

名
１
団
体
の
表
彰
披
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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町
民
表
彰
受
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略
・
順
不
同

▽
人
白
総
肋

　
Ｔ
甲
に
目
火
災
田
故
］

　
山
口
　
正
春
（
中
尾
）

　
福
田
　
友
和
・
（
中
尾
）

　
吉
野
　
竜
也
（
宿
）

　
宮
崎
　
泰
裕
（
嬉
野
市
・
）

　
三
浦
　
宏
基
（
有
田
町
）

　
平
成

2 6
年
２
月

1 8
日
に
中
尾
郷
で
発

生
し
た
火
災
事
故
に
対
し
で
人
命
救
助

活
動
を
さ
れ
、
地
域
住
民
の
被
害
を
未

然
に
防
止
さ
れ
ま
し
た
。

一
犬
ぷ
行

　
［
学
畜
辺
学
宍
］
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

　
田
崎
　
重
度
（
中
尾
）

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
防
犯
意
識
の

向
上
に
、
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
社
会
椙
。
祉
功
労

　
Ｕ
囲

・
羅
・
俯
白
に

‐
‐
‐

‐・
・
。
。
・
・
’
・
マ
ー
ル
バ
ー
大
仰
セ
ジ
ー
伺
・
に
Ｉ

　
安
武
　
睦
裕
・
（
田
ノ
頭
）

　
］
出
匹
ヅ
に
に
二
回
迦
祉
会
合
反
一

　
松
田
　
瑞
喜
（
宿
）

　
多
年
に
わ
た
リ
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

高
齢
者
就
業
確
保
事
業
の
推
進
や
本
町

社
会
福
祉
行
政
の
振
興
発
展
に
、
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

・
―
ｙ
・
レ
白
・
召
ｙ
。
Ｅ
Ｌ
Ｅ
‐
‐
‥

村
田
　
富
士
利
（
川
内
）

▽
削
謝
状

　
三
上
　
か
ね
子
（
鎌
倉
市
・
）

　
多
年
に
わ
た
り
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
　
世
界
的
に
著
名
な
陶
磁
器
研
究
者
で

組
織
の
調
整
役
と
し
て
も
力
を
尽
く
し
、
あ
っ
た
父
、
故
一
三
上
次
男
様
が
、
生

地
域
農
業
の
振
興
発
展
に
、
大
き
く
貢
前
収
集
さ
れ
た
三
千
点
を
超
え
る
世
界

猷
さ
れ
ま
し
た
。

ｙ
・
除
見
抜
腿
功
労

　
長
崎
　
重
信
（
中
尾
）

　
多
年
に
わ
た
リ
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

地
域
の
振
興
と
町
行
政
の
円
滑
な
運
営

に
力
を
尽
く
し
、
地
方
自
治
の
振
興
に
、

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

1
1
:
7
叙
可
ｗ
］
化
功
労

　
固
　
道
子
（
協
和
）

　
多
年
に
わ
た
り
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

婦
人
の
地
位
向
上
に
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、
社
会
教
育
振
興
発
展
に
、
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

万
口
固
ぷ
一
に
脚

　
波
佐
見
中
学
校
　
野
球
鄙

　
平
成
2
6
年
度
第
3
1
回
全
日
本
少
年
軟

式
野
球
大
会
で
の
全
国
優
勝
を
は
じ
め
、

多
く
の
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま

し
た
。

▽
い
圈
ヅ
割
回

　
鴻
ノ
巣
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
平
成
2
3
年
度
第
3
3
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会
で
の
全
国

優
勝
を
は
じ
め
、
多
く
の
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

ｖ
特
別
表
彰

　
藤
田
　
間
土
（
宿
）

　
「
煎
四
回
国
民
体
育
大
会
長
叫
が
ん

ぱ
ら
ん
ぱ
国
体
」
空
手
道
競
技
少
年
男

子
形
に
ブ
長
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
さ

れ
、
見
事
全
国
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
の
陶
磁
器
類
等
を
、
波
佐
見
町
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

全
図
嚢
彰
綾
羅

※
敬
称
騏
で
順
不
同

○
地
域
文
化
功
労

　
韮
山
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
員
玉
座

○
旭
日
単
光
章

　
久
保
田
　
穿

Ｏ
喘
宝
単
光
章

　
橋
口
　
巻
雄

Ｏ
瑶
宝
双
光
章

　
富
永
　
キ
ヌ

○
瑞
宝
単
光
章

田
隋
　
謙
治

『
高
齢
叙
勲
』

　
（
野
々
川
）

「
危
険
業
務
従
事
者
」

（
皿
　
山
）

「
教
育
功
労
」

子
　
（
宿
）

　
『
危
険
業
務
従
事
者
』

　
　
（
宿
）

○
咆
方
教
同
行
政
功
労
密
一
文
部
科
学
大
臣
表
叫

　
岩
永
　
聖
裁
　
（
折
敷
潮
）

い
・
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
皐
等

　
鐙
旧
座
頭
大
臣
表
彰

　
朝
長
　
仁
　
（
川
棚
町
）

○
日
本
美
術
展
覧
会
入
選

　
石
涼
　
秀
正
　
（
野
々
川
）

言
白
字
伝
哉
工
芸
涙
入
選

朝
長
　
仁
　
（
川
棚
町
）

日
本
美
術
展
覧
会
入
選

石
涼
　
秀
正
　
（
野
々
川
）

自
宗
伝
哉
工
芸
涙
入
選

山
口
　
春
利
　
（
井
　
石
）

搦
刮
嶺
甜
鐙
脂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ
敬
称
略
・
順
不
同

Ｏ
毎
回
昆

　
藤
田
　
開
土
　
（
宿
）
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憲
法
改
正
国
民
投
票

Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ

　
こ
れ
は
、
口
本
国
憲
法
を
改
正
す
る
か

ど
う
か
を
承
認
す
る
た
め
の
国
民
投
票
の

投
票
権
で
、
投
票
日
が
平
成
3
0
年
６
月
2
1

口
以
後
に
あ
る
国
民
投
票
に
お
い
て
、
満

１
８
歳
以
上
の
日
本
国
民
が
投
票
権
を
有
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
そ
れ
ま
で

は
漢
2
0
歳
以
上
の
日
本
国
民
と
な
り
ま
す
。
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私
た
ち
が
憲
法
改
正
に
関
し
て
最
終
的

な
意
思
決
定
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
具
体
的
な
手
続
き
が
‐
1
日
本
国
憲

法
の
改
正
手
続
き
に
関
す
る
法
律
（
憲
法

改
正
国
民
投
票
法
）
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
知
一
年
６
月
2
0
日
に
こ
の
法
律
の

一
部
改
正
が
公
布
・
・
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、

投
票
日
が
施
行
後
４
年
を
経
過
し
た
日

（
平
成
3
0
年
６
月
2
1
日
）
以
後
に
あ
る
国
民

投
票
に
お
い
て
投
票
権
年
齢
が
満
1
8
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
公
職
選
挙
法
の
選
挙
年
齢
や
・
民
法
の
成

人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
当
面

見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

匯
趾

④
広
報
・
周
知

　
憲
法
改
正
案
の
内
容
を
国
民
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
国
民
投
票
広
報
協
議
会
が

設
置
さ
れ
、
改
正
案
の
内
容
や
賛
成
・
反

対
の
意
見
な
ど
を
掲
載
し
た
公
報
の
原
稿

作
成
、
投
票
記
載
所
に
掲
示
す
る
改
正
案

要
旨
の
作
成
、
テ
レ
ビ
ブ
フ
ジ
オ
、
新
聞

広
告
を
行
い
ま
す
。

⑤
国
民
投
票
運
動

　
改
正
案
に
対
し
、
賛
成
ま
た
は
反
対
の

投
票
を
し
、
ま
た
は
し
な
い
よ
う
勧
誘
す

る
こ
と
を
「
国
民
投
票
運
動
」
と
い
い
ま

す
。
政
党
や
そ
の
他
の
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
、

個
人
な
ど
が
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
に

「
国
民
投
票
運
動
」
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

⑥
投
票

　
投
票
は
、
国
民
投
票
に
か
か
る
憲
法
改

正
案
ご
と
に
一
人
一
票
に
な
り
ま
す
。
投

票
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
賛
成
ま
た
は
反
対

の
文
字
を
○
の
記
号
で
囲
み
、
投
票
箱
に

投
函
し
ま
す
。

　
ま
た
、
選
挙
の
投
票
と
同
じ
く
、
期
日

前
投
票
（
投
票
期
日
前
１
４
日
か
ら
）
や
・
不

在
者
投
票
、
在
外
投
票
な
ど
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　　-

皿

投一朗

⑦
開
票

　
憲
法
改
正
案
に
対
す
る
賛
成
の
投
票
の

数
が
投
票
総
数
の
２
分
の
１
を
超
え
た
場

合
は
、
国
民
の
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と
な

り
ま
す
。

⑧
投
票
結
果
の
告
示

　
投
票
結
果
は
、
官
報
で
告
示
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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/
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w
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u
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k
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h
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u
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波
佐
見
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
８
５
－
２
１
１
１
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□
代
言
緊
の
流
往

①
憲
法
改
正
の
国
民
へ
の
提
案

　
国
会
議
具
に
よ
り
憲
法
・
改
正
案
の
原
案

が
提
案
さ
れ
、
衆
参
各
議
院
に
お
い
て
審

査
さ
れ
た
の
ち
に
、
本
会
議
に
付
さ
れ
ま

す
。

②
憲
法
改
正
の
発
議

　
両
院
そ
れ
ぞ
れ
の
本
会
議
に
て
３
分
の

２
以
上
の
賛
成
で
可
決
し
た
場
合
、
国
会

が
憲
法
改
正
の
発
議
を
行
い
、
国
民
に
提

案
し
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

③
国
民
投
票
期
日
の
決
定

　
憲
法
改
正
の
発
議
後
6
0
日
か
ら
溺
日
以

内
に
お
い
て
、
国
会
の
議
決
し
た
期
日
に

国
民
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
①
、
②
は
憲
法
第

　
9
6
条
に
規
定
さ
れ

　
て
い
ま
す
。

｜
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一

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
、

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や
お

祝
い
事
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
が
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、

お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
公
職
選
挙

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有

権
者
が
、
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
て
寄
附
す
る
こ
と
は
、
そ
の
時

期
や
名
義
に
関
わ
ら
ず
、
法
律
で
禁

す
る
こ
と
も
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
や
親
族
に
対
す
る
も

　
の
及
び
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
必
要
や
む
を

　
得
な
い
実
費
の
補
償
は
、
禁
止
の
対
象
か
ら
除

　
か
れ
ま
す
（
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の

　
補
償
の
）
っ
ち
、
食
事
や
食
事
料
の
提
供
は
禁
止

　
さ
れ
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
）
。

０
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚
披
露
宴
に

　
お
け
る
祝
儀
、
葬
式
や
通
夜
に
お
け
る
香
典
は

　
違
法
で
す
詞
莉
則
の
対
象
か
ら
ほ
除
か
れ
て
い
ま
凡

みんなで徹底しよう

三ない運動

(白

下記のものも、

政治家の寄附禁止対象と

なります

秘書等が代理で

出席する場合の

結婚祝

地域の運動会・

スポーツ大会への

飲食物等の差入

お祭りへの

寄附・差入

町内会の集会・

旅行等の催物への

寸志・飲食物の

差入

落成式・

開店祝等の

花輪

2074j2広原漑携●

②

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の

勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　
政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ

・
ワ
勧
誘
や
要
求
す
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
を
威
迫
し
て
、

あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被

選
挙
権
を
失
わ
仕
る
目
的
で
勧
誘
や

要
求
を
す
る
と
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求

め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
③

一
以
外
の
者
が
政
治
家
名
義
の
・
寄
附
を

政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附

の
禁
止

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ

る
団
体
や
会
社
が
、
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
て
、
政
治
家
の
氏
名
を

表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る

よ
う
な
方
法
で
寄
附
を
す
る
こ
と
は

④
　
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）

が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、

花
輪
・
供
花
・
香
典
・
祝
儀
等
を
出

し
た
り
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に

よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関
す

る
寄
附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、
そ

の
時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関
わ
ら

ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

⑤
　
年
・
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の

　
　
禁
止

　
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
・
・
暑
中

見
舞
い
等
の
事
項
の
あ
い
さ
つ
状

（
電
報
等
を
含
む
）
を
出
す
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
に
関
し
て
　
⑥

寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

０
政
党
そ
の
他
政
治
団
体
ま
た
は
そ
の
支
部
に
対

　
す
る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
広
告
の
禁
止

　
政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後

援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
、
主
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
目
的
と

す
る
有
料
の
広
告
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ

レ
ビ
ー
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

に
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
政
治
家
や

後
援
団
体
に
対
し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的

と
す
る
有
料
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。

※
１
　
威
迫
・
・
人
に
不
安
の
念
を
抱
か
せ
る
行
為

　
①
か
ら
④
ま
で
及
び
⑥
の
項
目
に
よ
っ

て
、
処
罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権
停
止
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
２
「
公
民
権
停
止
」
・
と
は
、
選
挙
へ
の
立
候
補
、

　
選
挙
で
の
投
票
、
湿
挙
運
劾
へ
の
参
加
等
が
禁

　
止
さ
れ
る
こ
と
。

　
政
治
家
と
有
権
者
の
ク
リ
ー

・
ン
な
・
関
係
を
保
ち
、
お
金
の

‐
‐
‐
か
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
す

∇
る
た
め
に
寄
附
禁
止
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

病気見舞お歳暮・お年賀入学祝・卒業祝の花軸・葬儀

供花

秘書等が代理で

出席する場合の
葬
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「児童扶養手当」の

　　　支給対象が拡大されました　＊

＊

爆
○

＊

　　これまで、公的年金゛を受給している方は、児童扶養手当を受給

できませんでしたが、法律改正により平成26年12月１日からは、年

金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶養手当を

受給できるようになりました。

※遺族年金、障害年金､老齢年金、労災年金､遺族補償など

◆受給している年金額が手当額よりも低いかどうかは、下記担当へお問い合せください。

一今回の改正によ,り新た£・当を伺･け取れる場ａとは

◆お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合

◆父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合

◆母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給して

　いる場合など

＜参考：児童扶養手当の月額＞（平成26年４月分～）

・子ども１人の場合

　　全部支給:41,020円

　　一部支給:41,010円～9,680円（所得に応じて決定されます）

・子ども２人以上の加算額

　　　２人目:5,000円，３人目以降１人につき:3,圓0円

新たにjΞ当を伺葡するためには

■

■

＝

◆手当を受給するためには、申請が必要となりますが、支給開始となるのは、申請が

　あった翌月分からとなります。ただし、これまで公的年金を受給していたことによ

　り児童扶養手当を受給できなかった方で、平成26年12月１日に支給要件を満たして

　いる方は、平成27年３月31日までに申請した場合は、平成26年12月分の手当から受

　給できます。

◆平成26年12月～平成27｢年３月分の手当は、平成27年４月に支払われます。

？○

●2引Ｊ２広覆滅政昭

●問い合わせ先
　役場住民福祉課子育て支援係 �85－2333

｜
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今冬における節電へのご協力のお願い
　日ごろから節電にご協力いただきありがとうございます

。九州電力㈱においては、電力の

安定供給を確保するために、今冬につきましても、下記期間における節電対策に取り組む

こととなりました。生活や健康、経済活動などに支障のない範囲でご箇5カをお願いします
。

○節電期間：平成２６年１２月1日(月)～平成２７年３月３１日(知までの平日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(年末年始の12/29明)～１／２(金)を除く)

　　　　㎜㎜㎜㎜　㎜■㎜㎜㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜
１　節電にご協力いただきたい時間帯

【平日の８時から２！時】

＊冬季は、暖房の使用量が多＜なる午前(８～１１

　時頃)と照明や家庭用需要の多＜なる夕方(1了
　～20時頃)に需要のピークが発生します。

＊このうち、夕方の電力需要については、家庭用

　の割合が大きくなります。
(気温が1℃低下すると時間最大電力が20万kW/℃
　程度増厠

ご家庭で使われる電気の約６割は、エアコン・

照明器具・冷蔵庫・テレビの４製品によって消

費されています。

これらに季節家電製品の電気カーペット・こた
つを含めて、使い方を工夫することで効率のよ
い省エネが実現できます。

２　冬に家庭でできる節電対策(家電などの上手な使い方)

エアコン

・設定温度を低めに。｛２０℃を目安に｝

・フィルターは月に１、２回掃除を。

・室外線の吹出口の近くに物を薗かない。

・厚手で床まで届く長いカーテンや断熱フィルム等

　で、窓からの冷気を遮断。

・タイマーを活用し、運転時間を減らす。

・外出や就寝するＩＯ分舶には消すo

＊夏に大活躍の扇風機は、冬｢こ

　も大活躍、暖まって天井付近

　に集まった暖かい空気を循環

　させ、部屋の温度差を少な＜

　する効果があります。

こたつ

・上掛けと敷布団を併用して保温効果を上げる。

　(設定温度は低めに)

・暖まった｡らスイッチをこまめに切る。

・衣類を多めに届て、設定温度を低めに、

電気カーペット

その他

・分割権能を活用、人が居る所だけスイッチＯＮ。

・断熱マットを敷いて放熱を防ぐ。

・衣類を多めに器て、設定温度を低めに。

　　　　　　　　　｡’あつたかグッズで体感Ｉ攬アツフ‾1

　カーデ･1･ガン

千

ゝ

ぐ’!-li･　； ll’;’　　　I

|

_夜寝るまでは1部屋で家族団らん
㎜㎜㎜㎜

ｊ
－

０１
－
ノ
ー

ひざ揚け　　　ソックス

ご糾　ﾄﾞｿﾞ.'Iり

　・温湿度計を置き、常にチェック。（睦めずざ防止）

　・部屋の出入口に暖簾を付ける。（暖気の流出防止）

　・温水洗浄一便座の温度は低めに。（フタも閉める）

　・電気ストーブやセラミックヒーターは消費電力ぴ大

　きく、効率が悪いため広い部屋には不向き。使い方

　を工夫しよう。

・掃除の前には部屋の片付けを。（掃除機の使用郎問

　短縮）

　簡単な掃除は、ほうきや雑巾かけて。

●問い合わせ先　役場住民福祉課順境衛生係　電話８５－２１ｎ（内線１１３） 資料提供：九州電力株式会社

２の4よ2広報浚差尼●
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●すまい給付金とは…消費税率の引上げによる住宅取御者の負担を、かなりの程度緩和するため

　　　　　　　　　　に創設した制度です。この制度は、住宅ローン減税の拡充による負担軽減

　　　　　　　　　　効果が十分に及ばない収入居に対して、住宅ローン減税とあわせて消費税

　　　　　　　　　　率引上げによる負担の軽減をはかるものです。このため、収入によって給

　　　　　　　　　　付額が変わる仕組みとなっています。

●どうやって申請するの？

申請方法‥･「すまい給付金事務局」に申請します。

申請期間…申請は、引き漂しから１年以内が期限です。

　　　　　　（平成26年４月から平成29年12月まで実施予定）

●どんなケースが対象？

共　有　者‥･持分を共有していれば、配偶者の方でも受け取り可能です。

現金購入ＯＫ…ローンを組まれた方や、現金で購入された方も対象です。

中古も対象‥･中古住宅（個人間売買除く）も対象です。

ローン減税‥･住宅ローン減税と併用できます。

　　　　　　　（すまい給付金とは別の手続きが必要です｡）

●どのくらいの金額を

　受け取れるの？

給付額‥･収入に応じて最大30万円受け取れます。（消費税率８％時）

持分割合…持分を共有している場合は、持分割合を乗じた金額。

給 付
一 一 一 一 ‥

‥ ･ － － － － 一 一 -

- - － － － - ‥ －

基礎額､､..､.×　持分割合
一 一 一 一

一 一 一

一 一 一

一 一

-

／ ※収入額の目安

～４２５万円以下

～475万円以下

～５１０万円以下

給付基礎額

30万円

20万円

１０万円

｡
ｙ

Ｌ
Ｉ
』
－

Ｉ

＝　給　付　額

[口　□
ﾛｺ
ｺ

Ａさん夫婦の場合（夫の年収４５０万円／妻は専業主婦で収入なし）

２０万円 × 持分割合　３／４
一

一 給付額 １５万円

×　持分割合　１／４　＝　給付額　７

．

５万円

　　　　______
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜　　㎜㎜　㎜　　㎜㎜㎜㎜　　㎜㎜㎜㎜㎜

夫婦あわせて

　２２．５万円の

給付金がもらえます

一
一
■
－
－
－
■
■
■

消
・
費
税
率
匹
時

※収入額の目安は、扶養対象となる家族が１人（専業主婦、１６歳以上の子どもなど）の場合　をモデルに試算した結果です。

給付額の計算例

　（消費税率８％時）

夫（年収４５０万円）

給付基礎額

妻（専業主婦・収入なし）

給付基礎額　３０万円

申請には要件があります。詳細はナビダイヤルにお電話いただくか、ホームページにて「すま

い給付合事務局」へお問い合わせください。

●間い合わせ先　すまい給付金事務局

　　　　　　　　ナビダイヤル（通話料がかかります）･２１‘０ ５７０－０ ６４－ １８６

　　　　　　　　ホームページ　http://sumai-kyufu.jp

●2･ﾜほｱ２広報諮=Jg



波佐見町の職員を募集します。（平成27年度採用予定）

C】Siilml6

●第１次試験

Jj

乙

:ﾘ:･|･ﾀﾞ≒｢戸

ﾌｿ:･ぐ……"ﾄﾞﾚﾘﾚ＼‾ﾚ⊇゜

平成27年１月５日（月）まで

（土丿日・祝日及び12月27（日～１月４日の期間は受け付けません｡）

平成27年１月25日（日）

試験区分 試験職種 職務内容 採用予定数 受　験　資　格

大学卒業程度 行　政 一般行政事務 若千名
昭和62年４月２日から
平成５年４月１日までに
生まれた者

●申込・間い会わせ先　役場総務課総務班　S‘85 －2111（内線201）

　　　　　　　　　　　　※試験案内は、町のホームページにも指数しています。

　現庁舎は、昭和36年３月に完成後、昭和48年に増床、平成４年に議場がある
棟を増築し現在に至っていますが、当初建設部分は53年が経過しており、雨漏り等
の老朽化が目立っています。

　また、耐震改修促進法に基づき昭和36年と昭和48年の建設部分について耐震診

断を実施したところ、国の基準を満たしていないことが判明しています。
　この耐震改修工事については、庁舎内部

の通路等に剛力壁を増設する必要があり、

耐用年数も伸びないことから費用対効果が

低いと見込まれています。

　このため、庁舎の建替えを検討すること

で、内部の検討委員会を設置し、これまで

の経過や検討穏和の収集を行っています。

　今後、外部の有識者など関係者による建

設検討委員会を設置し、総合的に検討して

いくことを予定しています。

●問い合わせ先

▲庁舎正面（昭和36年建設部分）

役場企画財軟調財政管財班　･2111‘ 8 5 － 2 1 1 1 （内線213～215）

各種納付額の確認が必要な方に、納付証明書を交付します。

交付窓口は、’期台　　　　　　　々は・　　金　、介涙　　；は　’　　　、です。

※国民健康保険料の納付証明書は、１月中旬に郵送します。

●問い合わせ先

　役場健康推進課 国保年金係

介護保険係

７１１｀８５ － ２１１１

‘ａ８５－２ １ １ １

(内線１

(内線１

２

３

５～１

４、１

２７）

３５）

　　２匹に2広=の誰泥砂
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○平成26年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、平

　成26年12月31［ﾖ時点で実施します。

○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とす

　る政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。

○調査の結果は、中小企業施策や地域振興など、圃及び地域行政施策のための

　基礎資料として利活用されます。

○調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に

　使用することは絶対にありません。

○調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。

●問い合わせ先　役場商工振興課企業誘致係　S･85－2111（内線221､222）

　ご自宅にある水道管の保温対策はお済みです

か？　水道管がむき出しになったり、北風にさら

される所は必ず保護しましよう｡保護の方法とし　図１

て、水道管は図１のように、メーター器は図11の

ように、すきま風や雨水が入らないように密閉し

てくたさい。もし､寒さのため管割れした場合は、

町指定工事店へご連絡ください｡搦鴛工蚕辰がわ

からない場合は､役場水道課までお問い合わせく

ださい。

●問い合わせ先

　役場水道課水道係　･ll85－3584

↑

函ｏ’

■ヱ哩ilキャ９クター・コウち９ん

図II

　右を詰めて上にビニールを栢う

　外側を

←ビニールで
　巻く

管を布か縄で巻く

　　波佐見ライオンズクラブと波佐見町交通安全母の会連合会に

　よる、交通安全カレンダーが製作されました。

　町内の小・中学生の応募作品から優秀な作品が選ぱれ、特に、

金賞作品をカレンダーに使用して、交通安全の普及啓発に活用し

ています。カレンダーは役場丿総務課で配布していますので、ご

自由にお持ち帰りください。

　また、今回応募された全作品（図画304点、標語44点）は、

　１２月２４日までの「年末の交通安全県民運動」期間中、総合文

化会館ロビーに展示されますので、お出掛けくたさい。

　【ポスター金賞】

　財津　樹奈（南小６年）、―潮　大輝（中央小）4年）

　本城　綾斗（東小２年）、中尾　沙南（波中３年）

【標語金賞】池本　珠呈（東小１年）

　「くるまさん、ちいさいわたしが　みえますか」

●2引４ｊ２広厭刻四
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　《就学指定校の変更》

　本町にお住まいの児重一生徒は、住民登録をしている住所に基づき、就学する学校を教育委員

会が指定していますが、特別な事情がある場合は、保護者の申請により通(就)学校の変更が認

められる場合があります。なお、許可の判断については=教育委員会が行います。

　ただし、通学途上の安全については保護者が責任を負うことが条件となります。

《区域外就学》

　特別な事情により本町以外の市町村から､波佐見町立小中学校への通(就)学を希望される方は、

保護者の申請により区域外就学が認められる頃合があります｡この場合の特別な事情は､｢就学指

定校の変更｣に準じて許可します。

　ただし､通学途上の安全については保護者が責任を負うことが条件となります。

●問い合わせ先

　波佐見町教育委員会　教育総務係　S･85－2034

　11月８日、東京大学の発祥の地といわれる「学士会館」（東京都千代田区）において、東京波

佐見郷寄り会の総会・懇親会が開催されました。今年は30回目の節目とあって、波佐見町から

町長の他、町議会議員全員が出席され、総勢80名の総会となりました。

　今年の話題は「波佐見にホテルができる」で、皆さん、とても期待されているようでした。

　会の終盤には、波佐見への想いを歌に託し「ふるさと」

　「おぽろ月よ」を全員で合唱されました。

●「東京波佐見郷寄り会丿事務局からのお知らせ

　東京波佐見郷寄り会では､会員を募集しています。遠く

は名古屋からの参加もありますので、東京近郊にお住まい

のご親族･ご家族の方に声を掛けていただき、東京波佐見

郷寄り会を更に盛り上けていってもらいたいと思います。

　（事務問　宮崎　9･044－819－6222）

　！１月20日～21日、大阪枚方市において、枚方市と国内で友好・交流都市宣言をしている全国

の７自治体の物産を一同に栗めて、枚方市物産展が開催されました。今年は天気にも恵まれ、多くの

お客様で賑わいました。

　また、今年は物産展の前日に、大阪でも波佐見焼のファン拡大を図るうと、「波佐見焼サポーター

養成講座」も開催されました。

　講座では波佐見焼の歴史からテーブルコーディネートまでの

総合的な座学や、生地製造の実演と体験があり、参加者には手ロ

クロで作られる焼き物の他にも、機械ロクロ、排泥鋳込み、圧力

鋳込み、石膏成型など体験しでもらいました。

体験者は、「色々な手法で焼き物が作られていることがわかり、i;?ゝこ．

勉強になりました｡」と感想を述べられていました。
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　金屋郷の高台に建つ金屋神社に、波佐見焼のお守りが誕生しました。種類ぱ交通安全11　1s商

売繁盛'‥‘恋愛成就il　jS学業成就‥‘健康御守'Iの５種類で、ご利益によって白や赤、青など色が

異なります。波佐見焼の象徴であるコンプラ瓶を模した、コロンとした愛らしい形も特徴です。

　販布開始は１２月３１日の大みそかで､金屋神社のみで購入することができます。価格は500

円で限定500個。2015年のスタートに、波佐見に誕生した新しいお守りはいかがですか？

●販売日時　　！２月3i日（水）２３：００（年越祭終了後）～

●問い合わせ先　金屋神社　･2i･85－ 6728（中山）

▲形や色など、試行錯誤を鳶ねました。

　衷には、神絞である橘が描かれています。

「節貫頂次
Ｂ　白へ　四　言号　岨言

▲r金屋神社の魅力を知ってほしいjと、地元

　金屋郷の窯元と地域おこしF島力隊（村上奈都

　美）、商工振興課の職員が企画制作を行いま

　した。
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Å１月１０日(土)頃まで、金屋神社で販売

　されます。

が開催さ

　11月20日（木）総合文化会館で心理カウンセラー竹内臓彦氏を

お招きし、「子どもを育てる　とっておきのメッセージ」を演題

に講演が行われました。

　当日は、子供をもつ保護者の方が多く参加され、参加者からは

　「大変よかった。もっと早く話がきければよかった｡」［あらため

て子育てのことを考えさせられました｡］などの声もあり、大変

有意義な講演会になりました。

[言ヤ　長剣言号高言　ｈ　大村]

　税の公平性と税収を確保するため､差押物

件の公売会を九州各地の自治体合同で開催

します｡どなたでも参加することができます

ので、多数のご来場をお待ちしています。

●日　時　１月24日（土）

　　　　　　　・開場9:00

　　　　　　　・入札9:30～

●場　所　シーハットおおむら

　　　　　（大村市幸町25=函=地３３）

●問い合わせ先　役場税務課住民税係

　‘2111｀85一21 1 1（内線121、122）

●2∂y472広前紡ﾘ1!

れま した

［男女共同参画講演会　in　川棚］

　九州初の女性町長として、女性の自立を目

指してきた中嶋玲子さんをお迎えして、男女

共『司参画について楽しくお話していただき

ます。入場無料ですので、お誘い合わせのう

え、ご家族でぜひお出かけください。

●日　時　１月１８日（日）

　　　　　　　・開場　１３：００

　　　　　　　・開演　１３：２０～

●場　所　川棚町中央公民館講堂

　　　　　（川棚町中組郷１５０６番地）

●問い合わせ先　役場企画財政課企画係

　　　　　　　　　‘21S｀85－ 8400

■
一
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｢地域文化功労者文部科学大臣表彰｣

　江戸時代にはじまる人形浄瑠

璃を今日まで守り伝えて、地域の

文化振興に大きな功績をあげて

いることが評価され、このたび、

皿山人形浄瑠璃保存泉美玉座が

　［地域文化功労者文部科学大臣

表彰］を受賞されました。

　11月各日に表彰が文部科学省

で行われ､文部科学大臣から表形

状が授与されました。受賞、おめ

でとうございます。

健 康 づ く り 食 賢 察 　 食 と 器 の 祭 典
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　11月２日､『2014はさみ炎まつり』が､やきもの公園で

開催されました。

　当日は朝から多くの人で賑わい､用意された様々なイ

ベントで､大きな歓声や拍手が送られていました｡また、

ステージでは､｢めし婉グランプリ展表彰式｣や｢絶品グ

ルメグランプリ表彰式｣､｢波

佐見町マスコットキヤラク

ター｣の発表も行われました｡¬

　午後から小雨が降リだす

時閥もありましたが､会場は

各イベントで大いに賑わい

ました。

山脇シヨさん
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　川内郷の山脇シヨさんが､この度本町３人目の

謳高年齢となる満103歳の誕生日を迎えられ、一

瀬町長からお祝いの花束が贈られました。

　山脇さんは、これまで特別養護老人ホームの

ショートステイを利用しながら週末をご家族と

一緒に過ごされておりましたが､少し前に体調を

崩され入院先での誕生祝いとなりました。

　この日は体調も幾分戻られ､終始和やかな雰回

気に包まれながらご家

族や病院関係者から祝

福を受けられていまし

た。

　山脇さんの今後益々

のご長寿を心よりお祈

りいたします。
▲一溺町長から花束を受けIMる山脇さん
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　10月29日、波佐見町勤労福祉会館で「は

さみ絶品グルメグランプリ」の審査会が行

われ、町内９店舗９品の中から、グランプ

リに寿し勝（湯無田部）の［風味香る循サ

バのヅケ丼」が選ぱれました。

　出品された絶

品グルメは、｢は

さみ絶品グルメ

フェア｣と称し

て、それぞれの

店舗で１月15日

(木)から３月15

日(日)まで提供

される予定です。

山下幸さん
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　　▲グランプリ作品

　　　　　　とe｢風味香る句サバのヅケ丼｣
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　宿郷で在宅生活を送られている山下幸さんが、

この度満100歳の誕生日を迎えられ、―潮町長から

お祝いの花束が贈られました。

　山下さんは耳が少し遍くなられたということで、

会話は専ら筆談で行っておられますが、それ以外

は大変お元気で、戦中・戦後のご自身の体験談を

詳しく話されました。

　また、週３回デイサーピスに通われているとい

う山下さんに、町長から元気の秘訣について尋ね

られると、「タバコも早

い時期に止め､お酒も飲

まず｡食事は腹八分｡」

と答えられていました。

　山下さんの今後益々

のご長寿を心よりお祈

りいたします。 ▲一溺町長から花束を受け111る山下さん

2の４ｊ２広躍謝を尼一
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｢絵本の世界へ｣

　ｎ月８日、総合文化会館で、［絵本の世界へ］

が開催されました。

　読み聞かせボランティアの４回体による音

楽を交えた絵本の読み晴リや、ペープサート

　（紙の人形劇）などがあり、子どもたちは絃本

の世界に入り込んでいました。

　次回は［絵本であそぼう目として、来年５

月に行われる予定です。また、絵本の読み詰り

は、毎月第２土曜日に午前10時30分から開催さ

れています。

▲まるで、絵本の中から飛び出してきたようです

地方事情御視察

－
－
―

Å説明を受けられる皇太子殿下

　第14回全国障害者スポーツ大会の御臨場とあわせて､地方

事情視察のため来県されていた皇太子殿下が､11月１日､波

佐見町にある長崎県窯業技術センターを御視察されました。

　当日はあいにくの雨でしたが､沿道や長崎県窯業技術セン

ター玄関前には､多くの町民の方のお出迎えもありました。

　皇太子殿下は長崎県窯業技術センター所長から､センター

内の展示品や施設について説明を受けられ､時折頷かれなが

ら､興味深そうに視察されていました。
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－
一
―
ｒ
－

■
一
一
■
一
一
－
一
一
―
Ｉ
■
■
一
―

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
゛
゛
゛

Ｊ
広
報
文
芸

俳
句
募
集

　
広
報
は
さ
み
の
俳
句
コ
ー
ナ
ー
「
広
報
文
芸
」

へ
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
。

Ｏ
掲
載
月
号

　
平
成
2
7
年
１
月
号
（
１
月
1
4
日
発
行
）

○
応
募
資
格

　
町
内
在
住
者
（
年
齢
不
問
）

○
募
集
テ
ー
マ

　
当
季
雑
詠
（
題
材
は
自
由
で
、
季
語
が
入
っ
た
も
の
）

　
※
川
柳
は
不
可

Ｏ
募
集
期
間

　
1
2
月
1
2
日
（
金
）
～
１
２
月
2
2
目
（
月
）

８
防
3
0
分
～
1
7
防
1
5
分

　
　
　
　
　
（
土
、
日
、

祝
日
は
、
受
付
不
可
）

○
募
集
数

　
先
嗇
1
0
人
（
一
人
二
河
ま
で
、
未
発
表
の
も
の
）

○
応
募
方
法

　
企
画
財
政
課
窓
口
で
応
募
用
紙
に
句
を
記
入
、

　
ま
た
は
電
話
受
付
。
（
広
報
担
当
へ
後
日
提
出
）

　
※
郵
送
で
の
応
募
は
、
事
前
に
電
話
で
の
申
し

　
　
込
み
が
必
要
で
す
。

○
そ
の
他

・
「
広
報
文
芸
」
の
掲
載
は
、
年
４
回
で
す
。

・
募
集
は
、
掲
載
の
前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
応
募
Ｌ
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
（
広
報
担
当
）

　
ｇ
8
5
－
２
１
１
１
　
内
線
２
１
２
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▲折り返し地点、まだまだ元気！ ▲だんじゃなか辺のりのスタート
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▲女性１位、富永あかり選手（大村市）　▲男性１位、岩永浩明選手（熊本布）

-

一

一

位
　
波
佐
見
弘
道
館
Ａ

　
「
団
体
戦
」

◆
中
学
生
男
子
の
部

▲大会中の様子

・
誦
肩
ね

i
‘
‐
'
s
l
!
s
;
?

　
1
1
月
1
6
日
、
広
域
林
道
『
虚
空
蔵
線
』
の

過
酷
な
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
（
2
1
・
０

９
７
�
）
を
走
り
抜
く
、
「
第
1
2
回
だ
ん
じ
や

な
か
ば
い
は
さ
み
林
道
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催

さ
れ
、
県
内
外
の
1
7
歳
～
7
5
歳
ま
で
老
若
男

女
1
3
6
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　
毎
年
大
好
評
で
あ
る
中
尾
郷
の
豚
汁
と
。

荒
木
郷
の
新
米
お
に
ぎ
り
が
今
年
も
ふ
る
。

ま
わ
れ
、
出
場
選
手
の
み
な
さ
ん
は
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

■
大
会
結
果
　
※
敬
称
略

　
［
個
人
戦
］

◆
小
学
生
低
学
年
の
鄙

　
三
　
位
　
指
図
　
楓
音
（
礼
心
峡
）

◆
中
学
生
女
子
の
部

　
三
　
位
　
太
田
　
好
美
（
弘
道
館
）

外
か
ら
約
4
6
0
入
の
小
・
中
学
生
剣
士
が
参
加

　
‥
‥
日
月
２
日
、
第
3
7
回
波
佐
見
町
少
年
剣
道

大
会
が
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内

は
さ
み
・
林
道
マ
ラ
ソ
ン

一
」
町
少
年
剣
〈
道
大
会

�lji J屠'一席ﾚ』ぞ斎＼オ了j
‐
リ
‥
‥
｝
・

レース噂1覗)治題順順

月18日（日）言言
　旧上波佐見町と旧下波佐見付の合併を記念して始められた

　『波佐見一周駅伝大会』も59回の開催を迎えます。

　駅伝大会は／|月18日（日）の午前10時に中学校前をスター

トし、７区間30.2kmのコースで競われます。

　レース中は、通行中の車両や沿道の住民の方にご迷惑をお

かけしますが、選手の安全と事故防止のため、次の点にご協

力ください。

①レース前後は車両が多く、身動きができないほどの混雑が予想されます･　ゃ

　走者を無理に追い越しての運転や、車での移動応援、伴走は危険ですのでお止めください。

②中継点でにに順位の確認や計時が行われます。

　応援される方は、大会運営に支障がないようご協力をお願いします。

③走者が近づいてきたら、事故防止のために車両や応援者は役員の指示に従ってくたさい。

●問い会わせ先　波佐見町体育協会事務局（総合文化会館内）‘1111‘85－2034

２∂ｙ４ｊ２広刷ＭＪ●
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山
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尨
』
こ
ぃ
・
こ

「
騨
輯
ガ
ン
」

東
彼
杵
郡
医
師
会
　
岩
永

　
我
国
の
師
臓
癌
死
亡
数
は
年
間

約
２
８
。
０
０
０
人
で
、
癌
死
亡
者

数
で
第
５
位
に
相
当
し
ま
ず
。

　
原
臓
は
岡
の
後
ろ
に
位
置
し
、

十
一
一
指
腸
と
牌
臓
の
間
に
横
た

わ
る
長
さ
約
2
0
ｃ
ｍ
「
た
ら
こ
」

の
様
な
形
を
し
た
柔
ら
か
な
臓

器
で
す
。

　
食
べ
た
も
の
を
消
化
す
る
原

液
を
追
っ
て
脈
管
と
い
う
管
か

ら
十
一
「
指
腸
に
送
る
働
き
と
、
身

体
の
糖
分
の
調
整
を
行
う
イ
ン

ス
リ
ン
や
グ
ル
カ
ゴ
ン
な
ど
の

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
脈
液
を

流
す
師
管
の
上
皮
細
胞
か
ら
発

生
し
た
座
を
原
臓
癌
と
言
っ
て

い
ま
す
。
師
臓
癌
の
症
状
は
、
腹

痛
・
黄
疸
・
腰
の
痛
み
・
体
重
減
少

な
ど
で
す
。

　
豚
臓
癌
の
早
期
発
見
は
極
め

て
困
難
で
あ
り
、
発
見
時
8
0
％
超

が
切
除
不
能
進
行
癌
で
あ
り
、
切

除
例
に
お
い
て
も
５
年
生
存
率

　一ｒ゛

　　'?●．．,･･

３４１

　　'弓

紘
一
　
（
東
彼
杵
町
）

は
1
0
～
Ｍ
一
％
で
す
。
早
期
発
見
の

為
に
は
、
他
に
原
因
が
見
つ
か
ら

な
い
腹
痛
・
腰
背
部
痛
・
黄
疸
や

体
重
減
少
な
ど
が
起
こ
っ
た
時

に
、
倖
臓
癌
を
疑
っ
て
譚
部
の
超

音
波
検
査
や
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
－
検
査

を
受
け
る
事
で
す
。
又
、
急
激
な

糖
尿
病
の
発
症
や
悪
化
は
脈
臓

癌
合
併
を
疑
い
、
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

検
査

①
血
・
ｍ
・
牌
酵
素
測
定
・
ア
ミ
ラ
ー

　
ゼ
・
リ
パ
ー
ゼ
ー
エ
ラ
ス
タ
ー

　
ゼ
や
ト
リ
プ
シ
ン
な
ど
が
あ
る

　
が
、
扉
肩
息
に
特
異
的
で
は
な
い
。

②
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
測
定
・
Ｃ
Ａ
Ｉ

　
９
・
９
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
な
ど
感
度
は

　
良
い
が
特
異
度
は
そ
れ
程
高

　
く
な
く
、
偽
陽
性
も
2
0
～
3
0
％

　
と
高
い
。

③
体
外
腹
部
超
音
波
・
師
部
Ｃ
Ｔ

　
検
査
・
Ｍ
Ｒ
－
検
査

　
超
音
波
検
査
は
簡
便
で
痛
み

な
ど
も
な
い
検
査
と
し
て
、
外
来

診
療
や
検
診
に
お
い
て
非
常
に

有
用
で
あ
る
。
更
な
る
検
査
と
し

て
腹
部
Ｃ
Ｔ
に
て
質
的
診
断
を

勧
め
ら
れ
る
。

　
肺
講
座
の
発
生
の
危
険
因
子

と
し
て

（
１
）
家
族
に
捧
臓
癌
が
あ
る
人

（
２
）
糖
尿
病
・
肥
満
・
悟
性
肺
炎
・

　
　
肺
管
内
乳
糖
粘
液
性
腫
厖

　
　
の
合
併
か
お
る
人

（
３
）
喫
煙

　
豚
臓
癌
の
治
療
に
は
、
外
科
手

術
・
放
射
綿
治
療
・
抗
癌
剤
治
療

法
が
あ
り
ま
す
。
大
き
さ
や
転
移

な
ど
癌
の
進
み
具
合
に
よ
っ
て

治
療
法
が
選
択
さ
れ
ま
す
。
多
く

は
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
治

療
し
ま
す
。

　
豚
臓
癌
が
気
に
な
る
方
は
、
消

化
器
科
専
門
医
に
相
談
さ
れ
る

こ
と
を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。

｜

ｉ

八
白
害
‐
１
吻
⑩
ｔ
晋
登
９
＠
○
ノ

～
風
邪
に
負
け
な
い
か
ら
だ
を
作
ろ
う
～

　
　
こ
れ
か
ら
、
忙
し
く
な
リ
食
生
活
や
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て

　
胃
腸
も
体
も
疲
れ
気
味
に
な
る
方
も
多
く
、
寒
く
な
る
と
体
調
を

　
崩
し
風
邪
を
ひ
く
人
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
今
回
は
風
邪
の
予
防
の
た
め
に
「
栄
養
」
で
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン

　
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
良
賀
な
た
ん
ぱ
く
買
を
と
リ
体
力
を
つ
け
て
お
く

　
（
魚
、
肉
、
卵
、
大
豆
製
品
、
乳
製
品
な
ど
）

②
風
邪
の
予
防
に
効
く
栄
養
素

　
【
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
】
抵
抗
力
を
高
め
、
病
気
に
な
り
に
く
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
〔
ブ
ロ
ッ
『
（
リ
ー
、
乗
物
類
、
芋
類
な
ど
）

　
【
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
】
粘
膜
を
丈
夫
に
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
（
緑
黄
色
野
菜
、
う
な
ぎ
、
レ
バ
ー
な
ど
）

　
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
」
白
血
球
や
リ
ン
パ
球
の
働
き
を
よ
く
し
、
免
疫
力

　
　
　
　
　
　
　
を
高
め
る
（
種
実
類
、
青
菜
類
、
赤
ピ
ー
マ
ン
な
ど
）

　
【
亜
鉛
】
疲
労
回
復
、
免
疫
力
を
高
め
る

　
　
　
　
（
か
き
な
ど
の
魚
介
類
、
豆
明
種
実
類
、
赤
身
の
肉
、
大
豆
製
品
な
ど
）

　
「
硫
化
ア
リ
ル
」
に
ん
に
く
や
二
う
、
ね
ぎ
順
に
含
ま
れ
る
に
お
い
成
分
。

　
　
　
　
　
　
　
強
い
抗
菌
力
と
免
疫
カ
・
ｌ
両
め
た
り
、
体
を
温
め
る
。

③
効
果
的
な
食
べ
一
万

　
　
冬
の
定
番
「
鋼
料
理
」
や
「
お
じ
や
」
、
『
煮
込
み
う
ど
ん
』
、
「
ス
ー

　
プ
」
な
ど
で
体
を
温
め
血
液
循
環
を
よ
く
す
る
こ
と
で
、
免
疫
機
能

　
が
高
ま
り
ま
す
。

　
　
普
段
の
食
事
で
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
早
め
の
予
防
・
回
視
で

　
楽
し
い
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
ー
・
基
本
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

　
事
で
す
。
摂
り
過
ぎ
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　健康テレホンプログラム

　　曹0120－555－203

　　　　　　－　　-一一　　　　－

　　　　　　12　月

月ラクナ梗塞とは何でしょう

火コルセットについて

　　　ｰ---‥---‥…‥‥---‥--‥‥--　－

水子どもの心の病餅Ｍとさなし吏めに

木貨幣状湿疹
；_.211J’I゛こjご゛゛’　　　　　　　｜

金d勿lにおける噛むことの効用･軸

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
　
一
一
一
一
　
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
・
・
・
一
一
・
・
・
・
一
一
一
一
一

士日瓶櫛ｷｿﾌﾞﾗ政ｻｲﾄﾒ加胞細細

　　　　　i　J≡lj

月喀血

　　　　　　　－　　一一　　　　－
火吐血

水小児のｌｇＡ胃症

木耳そうじの仕方

金認知症と徘徊一行方不明者1万人-

佃血精液症胤紅:血が混じつたら｝

－ 一 一 一 一

t祝妬|は前日のﾃｰﾌﾟが流れますム

●2の４,ｙ２広駝疸g



「新生活門松カード」について

　長崎県新生活運動協議会では、自然

保護や暮らしの簡素化、省資源、ゴミ

の減量化の運動の一環として「新生活

門松カード（門松のデザインがなされ

た貼付タイプカード）」を販売されてい

ます。

　来年度の門松カードのデザインは、

波佐見高等学校３年の綾香諒一言の作

品が採用されました。

●価　　格　　１組（２枚）50円

●甲込締切　　12月24日（水）

一 一

｀
撹
正
〈
ｊ

●申込先　長崎県新生活運動協議会事務局

　（〒850 － 0057 長崎市大黒町3-1長崎交通産業ビル4階）

　晋095 － 821 － 1901　FAX 095 － 821 － 0901

　　　　　　　　　　放送大学

　平成27年度　第１学期（４月入学）学生募集

　放送大学では、平成27年度第１学期（４月入学）

の学生を募集しています。

　放送大学はテレビ等の放送やインターネットを

利用して授業を行う通信制の大学です。

●募集学生

　一教養学部－

　・科目履修生（6ヶJΞ|悶在学レ希望する科目を履修）

　・選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）

　・全科履修生（4年以上在学し、卒業を目指す）

　一大学院－

　・修士科目生（６ヶ月問在学し、希望する科目を履修）

　・修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修）

●願男受付

　平成27年３月20日（金）まで

●問い合わせ先

　放送大学長崎学習センター　S095－813－1317

　ホームページ　http://www.oLl』.ac.jp

ハサミックカード　お買物券販売のお知らせ

(額面500m

　'きgilli･－Jt.

fl!‘911. 7々･ jl jln1-F19

　　　　　自治医科大学　医学部

　　　　　平成27年度　入学者募集

●募集人員

　医学部医学科123名（長崎県からは２～３名）

●受験資格

　高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及

び平成27年３月卒業見込みの者､またはこれと同等

以上の学力があると認められる者。

●出願期間

　平成27年１月５日（月）～１月21日（水）

　※消印有効期限　１月20日（火）

●問い合わせ先

　自治医科大学学事課入試広報係

　･a｀0285－58一7045

　ホームページ　hup:ﾉ/www､Jichi､acJp

　求人募集のルールとコツ＆助成金セミナー

　ハローワーク大村では､求大募集におけるルール、

求人蒋集のノウハウ､応募者の目につく求人票の言

き方並ぴに厚労省が取り扱う各種助成金に関する

セミナーと個別相読会を下記により聞催します。

●日　時（１）平成27年１月14日（水）14:00～

　　　　　　　ハローワーク大村２階会議室

　　　　　（２）平成27年！月21日（水）14:00～

　　　　　　　川棚町中央公民館２階会議室

●問い合わせ先　ハローワーク大村求人・専門援助部門

　　　　　　　　S0957－ 52－8609

　　　平成26年度　年末年始無災害運動

　　　　　（12月１５日～１月１５日）

　年末年始無災害運動は、r安全の足並み揃えて

手を抜かず　年末年始もゼロ災害」をスローガンに、

働く大たちが年末年始を無事故で過ごし､明るい新

年を迎えることができるようにという運動です。

　一年の締めくくりを笑顔で送り､災害のない明る

い新年を迎えるために、「安全最優先」の考え方を

基本に、あわただしい時期にこそ、作業前点検の実

施、安全な作業方法の確認などを置実に実施しま

しよう。

【広告J

～漕6ﾉ酋/こにかがや貳か～

お見舞返し､お礼､お中元、

お歳暮、自治会の参加賞など

(加盟店44店舗でご利用可)

○ご予算に合わせて随時販売しております｡ぜひご利用ください。

　　お問い合わせｏ９５６(８５)７２３３

　　ハサミックカード事務局重彼商工会波佐見支所2F

　　月曜日--･金曜日9時～15時(土日祝休み)

　　　　　　　　波佐見町商店=振興会
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参
岡村行教書士法務事務所

　　　行政書士　岡村達馬

行政書士はあなたの街の法律家です。

相続、遺言、民事トラブルなどでお困

りの方、ぜひご相談ください。

波佐見町折敷瀬郷858 ａ８５－４２８９１

2∂は72ぬ咆随荊●
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　　　町の事業

【11月発注分で、事業費130万円以上】

-=＝………，……　=゜ｺ雑 北

　
　
　
吉
岡
直
美

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社

ふ和翌

ン
ピ

の
か
わ
い
い
紙

と
ペ
ー
パ
ー
デ

　がーランド、モビール、ボンボン、カ
トラリーケース…｡ベーキングカップや
包装紙、マスキングテープなど、身近な

ものでできる､かわいい紙製ペーパーデ
コ。その作り方やアレンジ方法､北欧の

お宅でのインテリア実例を紹介。

　
　
竹
本
住
大
夫
著

樋
渡
優
子
聞
き
露
営

　
　
　
　
文
聾
春
秋

●日　時

和おもしろ遊び塾

平成27年1月１１日(日)

作り方体験　10:00～12:C

遊　び　時　間　13:00～14:3

　　　　　　作り方体験　10:00～12:00

　　　　　　遊　び　時　間　13:00～14:30

　　　　　　アトラクション　14:30～16:00

●場　所　勤労福祉会館(作り方体験)･やきもの公園(遊び)

●参加費　無料(作り方体験は材料費が必要です)

●問い合わせ　波佐見町観光協会　･211･ 85－22り0

■遊びの内容

【作り方体験メニュー】自分で作ったおもちゃで遊ぼう！

　･凧作り　100円　　･羽子板(締付け)300円

【遊びメニュー】なつかしい遊びをおもいっきリ楽しもう！

　･凧揚げ､はねつき､こま回し､なわとび､竹馬

【ｱﾄﾗｸｼｮﾝ】ｱﾄﾗｸｼｮﾝのあとにはお聚しみくじ引き剖

　･炎レンジャー､げんき体操､波佐見かるた､くじ引き　など

※その他､ポン菓子･綿菓子の実演販売､豚汁･焼き

　芋などの軽食もあります。

今月の新着本
一 一 －

入
閣
、
や
っ
ぱ
り
情

で
ん
な
あ

　人形浄瑠璃「文楽」の大夫として、日

本人の義理人情を詰りつづけて68年。
語りの力で人びとを泣き笑いさせてき
た住大夫師匠が、日本人の情、先人たち

の思い出､文楽の来し方行く宋を語り尽

す。

波佐見町図書館　開館時間10 : 00～18 :

桐
野
更
生
著

　
　
幻
冬
舎

夜
ま
た
夜
の
深
い
夜

　どんな罪を犯したのか｡本当の名荊は

何なのか｡整形を締り返し隠れ晋らす母
の秘密を知リたい…｡魂の失踪を掻き切
った､苛烈な現代のサバイバル小説｡「Ｇ
ＩＮＧＥＲ Ｌ」掲監を単行本化。

00　･211･26 － 7091 （直通）

毎週月曜日、第３木曜日、祝日及び年末年始（12月28日～１月３日）

一 一

毎月第２土曜日（10:30～　総合文化会館）

●2の４ｊ２広鯉捌g

【広告】
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社協だより

即
ｏ
作四

心配なこと、不安なこと、誰かに聞いてほしいこと…
　　　　心配ごと相談所で話してみませんか

　社会福祉協議会では、地域の皆様が安心して毎日を過ごしていただけるよう

　“心配ごと相談所”を開設しています。日々の暮らしの中での心配ごとや、家

庭内の問題、法律に関する事柄まであらゆるご相談に応じ、経験豊嵩な相談貝

が解決に向けた助言や専門機関の紹介などをさせていただきます。相談は無料

で、秘密は厳守致しますので、安心してご相談ください。

氾

心配ごと相談 毎週水曜日　　　13 : 30～16 : 00

総合文化会館

２階　研修室

土　曜　日　相　談 毎月第４土曜日　9:30～11 : 30

弁　護　士　相　談

奇数月第２土曜日　　　　予約制

※まずは上記「心配ごと相談」または「土曜日

　相談」へお越しください。

◆広報紙裏面「暮らしのカレンダー」に、詳しい日時や相談員を毎月掲載していますのでご覧ください。
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兪共同募金は、そのまちの福祉ニーズに合わせて、使い道をあらかじめ決

　めて行われる募金です。事前に助成計画をたてて、その計画に基づいて

目標額を設定しています。（社会福祉法119条）

兪戸別募金では、ご寄付いただく目安として「目安額」をお示ししていま

すが、決して「割り当て額」ではありませんので、どれくらい協力したらいいのか分から

ない場合の「目安」としてお考えください、

昏一人暮らしの高齢者の方への配食サービス（年に１回は会食もしています）

昏老人クラプ、母子寡婦福祉会、身障者福祉会、婦人会、在宅介撰者の会、民児協、小中

　高校、ボランティア連絡協議会などへの活動助成金

昏広報はさみに社協だより「ほほえみ」の掲載
じぶんの町む良くするしくみ。

赤い羽機具日暮金

j?の４,ｙ２広原漑携●

硲

｜



波佐見町社会福祉協議会　豊85-2240

お気軽にご相談ください～教育支援資金貸付～
社会福祉協議会で取り扱っている教育支援資金(教育支援費・

◆教育支援費

…高校・大学等に修学するのに必要な経費

修学先 貸付限度額 償還期間
高等学校

　-高専・短大

専修学校
　－　　　____

大　　　学

35j〕00円/月×修学期間

10年以内60,000円/月×修学期間

65,000円/月×修学期間

●無利子ですが、

　ります。　※li

就学支度費)をご紹介します。

◆就学支度費

…高校・大学等の入学に際し必要

　な経費

　(入学金、制服代、教科書代、シユー
　ズ代など、学校で指定されるもの)

・貸付限度額:500､000円

・償還期間：１０年以内

連帯保証人（60歳以下で、原則、長崎県内に在住する者）１名が必要とな

一世帯の者を除く。

●他の奨学金制度(日本学生支援機構[大学]や長崎県育英会[高校]の奨学金、母子寡婦福祉

　資金等)が優先します。

●貸付にあたっては、所得の制限があります。

以
上
の
方
々
か
ら
本
町
社
会
福
祉
事
業

資
金
に
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
寄
附
に
対
し
厚
く
お
札

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
波
佐
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

対

日

時
場

◆
金
一
封

訳講座受講生を

◆お問合せ：波佐見町社会福祉協議会（･ａ

します。

象◆初めて点字を学ばれる方

程◆１月20日(火)～２月17日(火)

　　毎週火曜日　全５囲

間◆13:30～15 : 30 (2時間)

所◆農村環境改善センター

受講料◆

　【町内に在住/通勤】（全５回で）

　【上記以外の方】（全５回で）

申込/･･’切◆１月13日（火）

1､300円

1､500円

昏お申込み・お問合せ兪

波佐見町社会福祉協議会《８５－２２４０》

●2の４ｊ２広報浚左尼

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

波
佐
見
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

Ｉ
■ ８５－２２４０）

◆
香
典
返
し
に
か
え
て

◆
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
（
切
手
・
書
き
損
じ
は
が
き
・
カ
ー
ド
等
）

善
意
の
窓

感
謝
の
広
場
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期間中は消防団まで、歳末消防特別警戒が実施されます。１２月２５日（木）～３１日（水）

が夜間巡回を行い、午後９時に啓発のためサイレンを隋らします。

　この時期は、何かとあわただしく、火の取扱いも不注意になりがちです。また、空気が乾燥し

ていることから、火災が発生しやすい時期でもあります。

　さらに、事件や事故も多発する時期でもありますので、戸

締りの確認や防犯対策を再確認しましよう。

　家庭での小さな心がけで、未然に火災・事件・事故を防ぐ

ことができます。

　皆様のご協力をお願いいたします。

‘
ｓｌ
／
’

９
Ｊ

ａ
ｏｌｌ　

Ｏ
Ｖ／

Ｘ

波佐見高校紀より

『
鶴
巻
７
工
複
利
』
偕
靉
記
念
式
典

　
1
1
月
1
6
日
に
、
『
美
術
・
工
芸
科
』
新
設
記

念
式
典
を
井
石
郷
モ
ン
ネ
ポ
ル
ト
横
の
８
３
３

ス
タ
ジ
オ
で
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
中

忌
辰
義
県
議
会
議
員
、
一
瀬
政
太
町
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
御
来
賓
の
皆
さ
ま
に
御
臨
席
い
た

た
き
ま
し
た
。
式
辞
の
中
で
野
田
校
長
は
、
学

科
新
設
に
至
る
経
緯
を
話
し
た
後
、
美
術
・
工

芸
科
第
１
期
生
の
活
動
と
各
種
展
覧
会
で
の
実

績
に
触
れ
、
「
こ
れ
は
小
さ
な
一
歩
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
１
期
生
の
皆
さ
ん
が
、
将
来
、
美

術
・
工
芸
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、

世
界
で
活
躍
す
る
た
め
の
確
か
な
一
歩
で
あ
る

と
確
信
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
１

期
生
を
代
表
し
て
、
吉
村
沙
弥
香
さ
ん
（
波
佐

見
中
学
校
出
身
）
が
、
「
美
術
・
工
芸
科
で
の

仲
間
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
自
分
と
は
這

う
様
々
な
考
え
一
万
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
未
熟

な
私
た
ち
で
す
が
、
よ
り
一
層
活
躍
で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
至
宝
と
称
さ
れ
る
「
光
の

画
家
」
、
松
井
守
男
先
生
が
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

先
生
は
、
高
枝
時
代
か
ら
両
家
に
な
る
ま
で
の
道
の
り

や
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
パ
プ
ロ
ー
ピ
カ
ソ
と
の
出
会
い
と

そ
の
影
響
、
コ
ル
シ
カ
島
に
拠
点
を
構
え
、
五
島
列
島

久
賀
島
の
廃
校
を
ア
ト
リ
エ
と
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
柔
ら
か
い
語
り
口
で
話
さ
れ
、
生
徒
か
ら
の
質
問

に
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
笞
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
井
先
生
は
、
中
学
生
と
本
校
生
を
対
象
と

し
た
デ
ッ
サ
ン
教
室
で
、
利
き
腕
で
は
な
い
方
の
手
で

人
物
画
を
描
く
手
法
に
つ
い
て
回
接
指
導
を
し
て
い
た

た
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
に
先
立
っ
て
、
美
術
・
工
芸
科
１
期
生

の
作
品
が
‥
‥
日
月
1
3
日
か
ら
モ
ン
ネ
ポ
ル
ト
に
お
い
て
展

示
さ
れ
、
期
間
中
、
4
0
0
名
以
上
の
方
々
に
御
来
場
い
た

た
き
ま
し
た
。
式
典
と
関
連
行
事
で
お
世
話
に
な
っ
た

旨
さ
ま
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▲デッサン教室（松芹守男氏による直接指導）　▲「美術･工芸科JS部聡志式典｛生徒㈹表挨圀

　　　　　　　　　【広告1

▲　f美術・1:芸科」作品展
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く
だ
さ
い
。

　
（
御
本
人
の
希
望
に
よ
り
、

作
者
の
お
名
前
は
伏
せ
さ

せ
て
い
た
た
き
ま
す
。
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i2月14日

　　21日

　　23日

　　28日

　　30日

　　31日

１月１日

　　２日

は
、
こ
の
美
し
い
花
の
表
　
ベ

惰
に
触
れ
、
心
を
癒
し
て

　
あ
り
が
た
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
も
、
総
合

文
化
会
館
に
お
い
で
の
際

総
合
文
化
会
館
の
お
花
に
つ
い
て

　
総
合
文
化
会
館
の
玄
関
入
口
で
は
尹
い
つ
も
美
し

く
釣
ら
れ
た
生
け
花
が
利
用
者
の
皆
様
を
お
出
迎

え
し
て
・
い
ま
す
。
こ
の
生
け
花
は
、
町
民
の
方
の
善

意
で
毎
週
釣
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

山本整形外科(川棚)

中村内科医院{波佐見}

ひろ皮ふ科クリニック(川翻)

帽肋副一部剛･りﾆｯｸ(波佐見)

82-2495

85-･ｱ325

82-3001

20-7027

医
洗
眼

川
川
が

山
本
す

院(束財00957べ6-0020

院(川額)

科(波佐見)

カナザワ内科ｸﾘﾆｯｸ(川　棚)

　
　
　
‐
し

松
山
に
坂

□
‥
【
日
日
｛
｝
‥
’

３
４
‥
目
1
2

医
医

尾
住

院(波佐見)

82-2010

20-7575

83-3727

85-2001

院(東彼杵)0957べ6-1162

'屯ら整形外科(川翻)

　□　医　院{波佐見}

!8日みやた小児科医院(川棚)

25日はすわ診療所{波佐見}

　※診療時間‥・9:C〕o～17 : 00

安置碧放鋸盆凌瀦

人偏件数

死　　者

働　　者

物件事故

飲酒事故

無免許事故

　波佐見町

41（－11）

　O（－　1）

60（－　6）

120（－10）

　2

　0

●2匹□２広創ＭＪ

　川棚町

61（－15）

　O（一　2）

90（－25）

198（十９）

　２

　０

82-6565

85-3000

82-3735

85-5221

戸
籍
の
窓
（
敬
称
賂
）

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

「
お
誕
生
」
「
ご
結
婚
」
「
お
く
や
み
」

は
、
希
望
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
結
婚
お
め
で
と
う

平成26年10月における犯罪発生状況

　　　　　　　波佐見町　東彼杵郡内
10月中発生件数

　犯　　凶悪犯

　罪　　粗暴犯

　１　窃盗犯

　　　　　　　s刃　ｎ　　知能犯

　弁　風俗犯

　数　　その他

平成26年発生総数

平成26年11月末現在’（H 26.1～）

※（　　）内は前年比

　東彼杵町　　東彼杵郡内

34（－23）136 C- 49）

　　１

　４５

１４７

０
　
０

（±O）　　1（－　3）

（－47）195（－78）

（十17）465（十16）

　　　　　　4

　　　　　　0

【広制

６
１
1
0
１
９
２
０
２
3
4

LI

I
８
０

１
　
５

８
　
１

１
　
９

１
　
８

波佐見町内の

　違反一票故

　町内では､１１月中に無免

許運転による交通違反が１

件発生しています。

　交通ルールを守り､良い年

末年始を迎えましょう。

■
■
－
―
■
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１月５日（月）波佐見町役場

※年末年始の役場の窓口業務

　年末:12月26日（金）まで　／　年始：１月５日（月）から

ぼ図眉館休館日については、P17の図書館だよりに掲載しています。

　　　　　　　-㎜㎜㎜㎜㎜㎜
1｀j向こう

HO~1 1:{X}

１月19日(月)波佐見町役場9:30

~1
1 :{X}

-･ﾐSIS㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿Jl-●Sり･････●･･■■■･･㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜-㎜㎜---------------------------･-
乳.児健康相談

[H26年７月生]１月８日(木)

[H26年３月生]１月29日休)

◇献血にご協力ください◇

tgsr

総合文化会館口0

~1{}:15勁|

総合文化会館９曇-1{}:3〕閤

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■●-●|ゝ●●●..●...･･|

１綴６か月児健診

【Ha5胞日~7財日生1　1月21日(水)総合文化会館13訃･13:20鼎

===============--=-=--ﾐ=四¶¶I■IIII■II●■I■■■■■㎜¶IIII■.i●IIM●aa===..=============･･=
5歳児健鯵

[ﾄほ朗19EH啖呵謎| １月14日(水)震順駐計ﾝﾀｰ 13:l~13:一河

!一I一III㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■I

緋　諺　‾‾'li　＼じレ副二川

【認知症高齢者の家族の会】

１月８ヨ(木)

1月22日(木)
1330～15:00

み
い

ご
つ

の
に

始
務

年
業

末
葬

年
火

総合文化会館

収集、し尿汲取り、
て

２
月
の
口
座
振
替
日
は
2
5
日
で
す

①火葬業務を休む日

　平成27年１月１日（元日）

②ごみ収集、し尿汲取りを休む期間

　・可燃ごみ　12月31日（水）～１月４日（日）

　・不燃ごみ　12月27日（土）～１月４日（日）

　・し　　尿　12月27「日（土）～１月４日（日）

③注意事項

　・清掃工場へのごみの持ち込みについては、

　　年内は12月27日（土）830～i2:00

　　　　　12月冴日（月）8:30～･16:30

　　　　　12月30日（火）8;30～16:30

　・可燃ごみは、１月５日（月）以降の各予定日に

　　出してください。

④問い合わせ先

　○火葬について

　　役場住民福祉課　戸籍係　　　S･85 -2238

　　東彼地区保健福祉組合事務局　瓢〕957 － 46 －1960

　○ごみについて

　　東彼地区清掃工場　　　　･Z:1･82－4265

　○し尿について

　　東膨地区環境センター　　･S0957－ 46－ 1961

　　　　　　　　　催

■･･■¶■■■■■a･ka･a=aa㎜㎜㎜-㎜-㎜--

町民ソフトバレー大会

■■■■■■-゜-●･●●■■●-･･a』-■■J.d.･
波佐見町成人式

消防出初式

ﾐﾐ=========･･=･=･ﾐ=======ﾐ･･

昭和おもしろ遊び塾

----一一一一一一一一-一‥---一一一一一一一一一

波佐見一周駅伝大会

し物
12月21日(日)

-一一一一一一一一-‥-･‥一一一一･

１月３日(土)

■■■a･=&㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

1月４日(日)

=･･喝-●●●●●IIII■II■I･

1月11日(日)

闘程変匪の堀合があります．

体育センター
－ － ㎜ ㎜ － － ・ ・ ■

総合文
総

一一一

や

１月18日
=--=●III■II

（日）申

合文

化
■¶■■■■■■

会館

化会

きもの公

中学校前

館

--=
面

･･････一一一一･一一･一･
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・ ・ ・ Ｆ 一 Ｓ
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▲分校まつり：永尾分校にて

＆ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

心ψ≒心心〆Ｑ／ゝＪｋ〆ヽ〆ｓ･〆ヽ心Ｓｙ／Ｎ〆ゝがゝ心rSS心〆≒fS≒〆≒/X/や､/Qf｀i､βL

即阿ｊ２広覆滅庄尼＠

原　爆　偏　鯵　１月30日(金)総合文化会館10:00

~IMO

===ﾐ=-=-I=-●●II■=.･●●.II･●a.㎞-======aii.ii.-･ii-,･da●....㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■■㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

【総合健診】

30歳～74歳で健診通知または受診券をお持ちの方

期　　日 ’場　゜所’ 受付時間

１月28日(㈹ 晨梢華壇改善センター 8 :00～1 0 : 00

又は

13 : 00～14 : 30
１月29日㈲ 総合文化会館
１月30目脂 勤労福祉会館
※胃がん検診は午前中のみの受付です。

そうだん
心配ごと相談(町社会福社協議会一85-22娼

　場所：総合文化会館

　12月17日(水)13:30
~16:00○相談員　長崎重信;橋本弘子

　　　20日(土)9 :30~1 1 :30　○相談員　石橋安幸:一淵信子

　　　24日(水)13:30
~16:00○相談員　野添元翁;谷添岩男

　１月７日(水)13:30

~IMO　O相談員　一瀬信子;橋本弘子

　　　14日(水)13:30
~16:()0○相談員　長崎重信;名酒岩男

　　　2旧(水)13:30~泳()O　○相談員　一瀬信子日野添元義

　　　24日(土)9 :30~11:30○相談員　長崎垂直谷添岩男

　　　28Eﾖ(水)13:30～16j00○相談員　石橋安幸瀾本弘子

j･■|■■■■■■■■･■----■■■■■■■■■■■■■■■■■-■■■■■■■■■■■■■9P･●･●･･!一●･■･.J..･.･.■■■■■■■■■■■■
人権相談(役場第３会議室)　　　　　　9 :00～12:00

　1月７日(水)　○相談員　人権機器委員(間正俊

､

溝上悪子)

■■■■I■■■■---------●･F･･･aa■Jaaaj･■.j..-..-..-.---------------------------------･-･
年金相談(役場相談室)　　　　　　　　10 00～15

: 00

１月７日（水）　　　　○相談員諌皐年金事務所掻揚門員

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■I■■■■■■･･･■････●●･----.a｡｡-----■■■■■■■■■
匯士相談　※心配ごと相談において予約が必要です

。弁護士枢談

　１月17日I
　　１月17日（土）　　　　○相談員　斎藤信隆弁護士

■■■■■■■■■■■■■■■■･････■････Ja■■■■■■■■■■■-■■-■-■■■■■|■-㎜■■■■■■■･■■■■■-■■-■■■■■■･-●●･
夜間納税相談（役場相談室ほ削　　　　17

: 15～20 : 00

　12月25日(刺

、｜月26日(月)○相談員　棚S課及び圖直進一間

&.a&･･.･･d･･㎞a&■■■■■■■■■■--■-■■■■■■■■9･･■･■■･････■････Ja..-&■■■■■■.■』-■--■■■■■■■■■
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E、学校だよ

リ　永尾分校「最後の」分校まつり　な゛‰修治

　１１月21日（金）に永尾分校で「分校まつ引を開催しました。10月に開催された町議会で決定しましたように今

年度限りで永尾分校は閉校となります。ですから今回が最後の「分校まつり」になります。

　日頃からお世話になっている地域の皆さんやボランティアの皆さんなど、たくさんの方々に参加していただきました。

　おみこしワッショイから始まり、分校ツーラン、音楽の出し物や学年発表などを披露しました。

　その後は、地域の皆さんや保護者と一緒にコマ回しやけん玉、お

手玉などの昔遊びをしたり、分校のみんなが育て収穫したイモを焼

きイモにして会食したりして、たくさんの笑顔や笑い声が分校中に

広がりました。

　永尾・三股地区の心のふるさとであり、宝物である永尾分校は、

明治35年４月に開校されて以来、112年の歴史に幕を閉じようと

しています。

　これからの活動や行事には［最後の○○］という枕詞が付いてき

ますが、これまで分校の伝統を築いてこられた先人達や地域の方々

の想いを胸に、分校で過ごせる日々を大切にしながら、思い出を作

っていきます。
〆ゝ〆Ｓ／

ホームページアドレスhttp://ｗww.town.hasami.co.jp

メールアドレスtown-office＠town.hasami.lg.Jp

　　　　このl;･･佐jlgil､石池･?ll畑附の一郎在武巨油|こ置ii一
眼－ｉたｿｲ4ﾝｸ1梗IBしても1まi
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